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第 357 回（令和４年２月）定例会 

第２回各会派政務調査会長会 開催結果 
 
１ 日時 

令和４年３月８日（火）12時 30 分から 12時 55 分まで 

 
２ 場所 

３号館６階 第２委員会室 
 
３ 出席者 

自由民主党     浜 田 知 昭   政務調査会長（座長） 
福 島 茂 利   政務調査副会長 

ひょうご県民連合  黒 田 一 美   政務調査会長（副座長） 
自民党兵庫     山 口 晋 平   政務調査会長 
公明党・県民会議  越 田 浩 矢   副幹事長 
維新の会      高 橋 みつひろ   政務調査会長 
日本共産党     き だ   結   政務調査会長 

（オブザーバー） 
自由民主党     富 山 恵 二   政務調査副会長 

     松 本 裕 一   政務調査副会長 
ひょうご県民連合  相 崎 佐和子   政務調査副会長 
自民党兵庫     五 島 壮一郎    政務調査副会長 
維新の会      齊 藤 真 大    政務調査副会長 
日本共産党     入 江 次 郎   政務調査副会長 

 
４ 当日配付資料 
  別添のとおり 
 

５ 会議概要 

   会に先立ち、座長より、公明党・県民会議の島山政調会長及び天野政調副会長

が所用のため欠席し、代理で越田副幹事長が出席する旨の報告があった。 

 

 (1) 決議・意見書案に対する態度表明・整理 
各会派から決議・意見書案に対する態度が別添のとおり表明された。 
 
その後、各決議・意見書案について質疑応答があった。 
まず、座長から、反対の意見があった意見書案６、９、10 について整理する必

要があるとして、各会派に意見を求めた。 
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ア 意見書案６について 

  ○越田 公明党・県民会議副幹事長 

    来年度予算の中で、兵庫県が他の県に先駆けて、都道府県としては初の

補聴器購入の補助をして、調査を実施することになっている。代表質問の

答弁でも、「調査の結果、効果が認められたら、国への制度提案として活用

していきたい」とされているので、反対ではなく修文で対応いただけない

か。書き方が、認知症の原因が難聴に特化しすぎているという指摘をいた

だいているので、それについては修文で対応した上で、ぜひとも賛同いた

だけないかと思う。 

  ○福島 自由民主党政務調査副会長 

    過去の「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求め

る意見書」のように、「生活の質の向上」「心身の健康」などを目的に、「加

齢性難聴者の補聴器購入」を求める内容の修文であれば、修文で対応する。 

  ○越田 公明党・県民会議副幹事長 

    ご指摘のとおり、過去の意見書でもそのような記述があるので、その記

述を盛り込んだ修正をさせていただいた上で、ご賛同いただきたい。 

    ○浜田 座長 

    それでは、今の意見を参考にして、意見書案６についても修文調整を行

うこととする。 

 

イ 意見書案９について 

  →意見なし 

○浜田 座長 

    特に意見がなければ、意見書案９の提出は見送る。 

 

ウ 意見書案 10について 

  →意見なし 

○浜田 座長 

    特に意見がなければ、意見書案 10の提出は見送る。 

 

 

次に、座長から、その他の決議・意見書案について、各会派に修文案を受けての

意見を求めた。 

 

  エ 意見書案２について 

    ○きだ 日本共産党政務調査会長 

    意見書を出すきっかけになったことは同じだと思うが、先ほど言ったと
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おりの修文でないと、賛同することはできない。公明党の修文案について

も、同様の意見である。 

  ○福島 自由民主党政務調査副会長 

    選択的夫婦別姓については、国民の間に様々な意見があり、我が会派内

でも賛否がある。ただ、卒業証書への通称記載については、現に困ってい

る人がいる中で、少しでも事態を前進させるために、今回国に意見書を提

出したいと考えているので、意見があった修文をすべて反映するのは難し

いところもあるが、修文案について会派に持ち帰って検討させていただき

たいと思う。 

 

オ 意見書案３について 

  ○黒田 ひょうご県民連合政務調査会長 

    我が会派としては、地域公共交通への国の財政支援や維持のための施策

を要望するのが趣旨であるので、各会派から出た修文案については応じた

上で、議決を求めたい。 

 

カ 決議案１、意見書案１、４、５、７、８について 

    →意見なし 

 

 

(2) 決議・意見書案の整理 

(1)を踏まえ、座長において次のとおり整理した。 
 
①全会派一致の賛同が得られた決議・意見書案 

なし 
②全会派一致の賛同に向けて座長調整案を示す決議・意見書案 
決１ 2023年主要国首脳会議にかかる関係閣僚会合の姫路市開催を求める 

決議 

意１ 国内サプライチェーンの構築、強化を求める意見書 

意２ 通称使用の拡大を図り、改姓による不便や不利益の解消を求める意見 

書 

意３ 地域公共交通維持のための財政支援の拡充を求める意見書 

意４ 感染拡大時における保健所機能維持への対策を求める意見書 

  意５ 不登校児童生徒に対する経済的支援を求める意見書 

   意６ 高齢者の補聴器購入支援制度の充実を求める意見書 

意７ 水上オートバイ等プレジャーボートによる危険運転への法的整備を

求める意見書 

意８ 学校現場でのネットいじめ防止を求める意見書 
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③全会派一致の賛同が得られなかった意見書案 
意９ 高校授業で使用するタブレットの無償化を求める意見書 

意 10 政党助成法廃止を求める意見書 

 

 

(4) 日程確認 

第３回会議を３月 16日（水）予算特別委員会昼休憩時に開催することを確認し

た。 


